
皆さん、おはようございます。今日は洪瑞珍サンドイッチについて紹介し
たいと思います。
これは、小さいサンドイッチですが、台湾で50年続いてよく売られていま

す。洪宜杉（ホンイサン）が、特別な作り方を発明したおかげで、みんなが
その特別なサンドイッチを味わえます。なぜこのテーマを選んだかというと、
50年前、ゼロから始めた中華の伝統的なお菓子の店は今でも、台湾で大人気
の理由を知りたいからです。また、洪宜杉（ホンイサン）はどんな改良をし
たかみんなに紹介したいと思います。
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では、まず、洪宜杉（ホンイサン）のことについて説明します。洪宜杉は
16歳から、中華の伝統的なお菓子に興味がありました。その業界に入って、
丁稚(でっち)になりました。この後1974年に台湾の彰化市（しょうかし）に
最初の店を開きました。コンタンというお菓子や落花生飴（らっかせいあ
め）やゴマ飴など、日本統治時代に伝統的なお菓子を売っていました。洪宜
杉は日本食品博覧会に誘われた経験もあります。それは、彼のお菓子はいつ
も新鮮な食材を使った上に、彼は腕が立つからです。
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次に、洪瑞珍（ホンルイチェン）サンドイッチの名前の由来について説明
します。まず、発明者は洪宜杉ですけれども、どうして店の名前は洪瑞珍に
なったか、ちょっとおかしいと思うでしょう。それは、当時彰化市で有名な
上流階級の人がその中華の伝統的なお菓子の店に「瑞珍（ルイチェン）」と
いう吉祥の意味が含まれている名前を付けたからです。その前に、「洪」の
氏をつけて、「洪瑞珍」になりました。
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続いて、洪瑞珍サンドイッチの秘密について、紹介したいと思います。こ
のサンドイッチが通年売られているのは、バターとマヨネーズのサラダド
レッシングの作り方と使用の比例の秘法のおかげです。１０分間ぐらい生ク
リームを泡立てて、やや甘いバターと、手作りのマヨネーズのサラダドレッ
シングを使って、特別なサンドイッチが出来上がります。
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洪瑞珍では色んな種類のサンドイッチが味わえます。定番のはこのハムチー
ズの味です。一見すると、だだのシンプルなハムチーズサンドですが、食べ
るとあまりの美味しさに衝撃が走ります。しっとりふわふわのキメが細かい
パンに、甘い台湾マヨネーズとホイップクリームがうすく塗られていて、そ
こにハム、チーズ、薄焼き卵がサンドされています。食べる前はマヨネーズ
にホイップクリームは合うかなと思ってしまいますが、パンと具材が加わる
とビックリするくらいおいしいんです。
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他にもいろいろあるので、もしチャンスがあれば、是非一度食べてみてくだ
さい。
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洪瑞珍サンドイッチは今まで、50年以上も続いています。この間に、兄弟
たちは洪瑞珍サンドイッチのブランドを台湾また世界に広げました。ですか
ら、今台湾のあちこちでよく見られる店になりました。しかし、味は店に
よって、微妙な違いがあります。でも、それも面白さの一つだと思います。
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2019年のニュースによると、ただ今洪瑞珍サンドイッチは、香港や韓国にも
出店しています。ニュースによると、初めの営業の日に、長蛇の列ができた
そうです。
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こちらは参考資料です。以上です、ご清聴ありがとうございました。
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